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【目的】筋の機能には,力 やスピー ドの発揮などの側面が

あり,加 齢によりこの機能は変化する.筋 機能の評価指標

として筋パワーが優れているとされ,加 齢変化の指標 とし

ての報告 もある.同 一被検者に複数の評価を実施 し,年 齢

への影響の強さを比較することで,そ の有用性を検証する

ことがで きる.本 研究の目的は,年 齢の変化 と関連の強い

筋機能の評価指標 を明 らかにすることである.【対象と方

法】日常生活が自立 しており,運 動を目的に近隣の体育館

を利用 している日常生活に支障のない18歳以上の男女を対

象 とした.体 育館に掲示などで告知 と募集を行った.参 加

を希望 したものに対 し,本 研究の目的および方法等につい

て説明 し,307名(18～78歳,男 性161名,女 性146名)か

ら書面で参加の同意が得られた.身 体運動能 として,握 力,

等尺性膝関節伸展 トルク,timed　 up　and　go　testお よび

chair-rise　testを計測 した.床 反力計上で両脚 ジャンプを

行い,最 大床反力,最 大筋パワー,最 大跳躍高を求めた.

Pearsonの 相関係数により年齢と身体運動能 との相関の強

さを求め,年 齢を従属変数,身 体運動能を独立変数 として

重回帰分析を行い,年 齢を説明 しうる要因とその強さを算

出した.有 意水準は危険率5%と した.本 研究は,新 潟医

療福祉大学倫理委員会の審査および承認を受けて実施 した。

【結果】男女ともに,年 齢と最大筋パワーとの間に最も強

い負の相関関係 を認めた(男 性r=-0.832;p<0.01,

女性r=-0.834;p<0.01)． 重回帰分析の結果,年 齢を

説明 しうる因子として,男 女ともに最大筋パワーが選ばれ

た(男 性 β=-0.658;p<0.01,女 性 β=-0.778;p

<0.01).【 結論】加齢によりいずれの筋機能 も低下 し,そ

の様相は異なることが確認された.ま た男女 ともに,最 大

筋パワーは年齢との間に最も強い負の相関関係を示 し,そ

の強さは過去の報告と同程度であった.最 大筋パワーは,

加齢変化とともに低下する筋機能の変化を反映する指標と

して有用であることが示された.パ ワーは力と速度の積で

求められることから,最 大筋パワーは筋力のみでなく運動

の速度も含めて評価できる指標である.加 齢により,筋 力

だけでなく動作速度も低下することが推察される.さ らに,

ジャンプ動作は省スペースで簡便に実施で き,筋 機能の加

齢変化を捉えるには,ジ ャンプ動作時の筋パワーの評価が

有効と言える.
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